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28 ②回転速度と落差の関係
　2 行目 …毎秒の回転速度とランナ入口部の直径の積… …毎秒の回転速度 N とランナ入口部の直径 D の積…

33 要点 4 行目 Q
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（9 ページ下から 2 行目の式に記号を統一）
106 2 行目に解説を追加 三相短絡事故が起きたときの短絡電流は，同期機の過渡リアクタンスで計算する．過渡リアクタンスは…

163 要点⑴式およびただし書
き 1 行目 PA Pa

165 11 行目に解説を追加 となり，全体の負荷 P〔V・A〕は，変圧器 B の負荷分担を Pb〔V・A〕とすると，

167
バイパス解説

174 〜 175 ページと同じものが入っていました．内容に誤りはありませんが，次ページの解説と差し換え
をお願いいたします。

「ここが重要」3 行目 …各変圧器の容量比となり，… …各変圧器の定格容量比となり，…

205
第 2 図 E

・

r と jXI
・

の角度 E
・

r と jXI
・

の角度は 90°（下図参照）

第 3 図 jX の左に I
・

追加 j

206 第 5 図 jX の左に I
・

追加 j

211
5 行目 33 〜 154 kV 22 〜 154 kV
9 行目 33 〜 66 kV 66 〜 110 kV

214 2 行目 33 〜 154 kV 66 〜 154 kV

215 表　最下行右 2 列 33 〜
154 kV 33 〜 66 kV 22 〜

154 kV 66 〜 110 kV

238 下から 9 〜 8 行目 …単に「フラッシオーバ」と… …単に「逆フラッシオーバ」と…
326 第 9 図 E

・

a、E
・

b、E
・

c の大きさと V
・

ab の方向 下図参照
327 第 11 図 E

・

a、E
・

b、E
・

c の大きさと V
・

bc の方向 下図参照
336 下から 9 行目 相 2 線式… 2 線式…
342 第 7 図 3C 3CA

343 下から 5 行目 …対地電圧と対静電容量である． …対地電圧と対地静電容量である．　

344
下から 11 行目 …長くなると⑵式の値も… …長くなると⑷式の値も…
下から 8 行目 …⑴式の電流と⑵式の電流の… …⑶式の電流と⑷式の電流の…

391 最下行 …＝ M×0.09×… …＝ M×10－3×0.09×…

392

2 行目 …＝M×9×10－4×（3×108）2＝81×M×1012 J …＝M×9×10－7×（3×108）2＝81×M×109 J

4 行目 0.3×E＝24.3×M×1012 J 0.3×E＝24.3×M×109 J

12 行目 252 10
24.3 10

10.37 10 kg 10.4 g
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396 下から 1 行目 ⒜　⒂式を使って… ⒜　⒁式を使って…
397 3 行目 ⒝　⑿式を使う． ⒝　⑽式を使う．

399 下から 7 行目 P Z
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404 問 3 の答 ④ ⑷
419 第 4 図 I1= 45 A I2= 45 A

（注）155 ページ問 3 と 233 ページ問 5 は同じ問題ですが、解答に誤りはありません。　
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205 ページ第 2図 326 ページ第 9図 327 ページ第 11 図

（167 ページ「バイパス解説」を以下に差し替えてください）

　「変圧器の負荷分担は，変圧器の％インピーダンスに反比例し，定格容量に比例する．」
　これだけ覚えていれば，公式を忘れても次の式を思いつけるだろう．
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（変圧器 A と B の定格容量が等しいとき）
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P （変圧器 A と B の％インピーダンスが等しいとき）

　変圧器 A と B の定格容量と％インピーダンスが異なるときは，
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と導くことができる．この式から Pa を求めると，
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P ｛⑸式を変形したものと同じ｝

　Pb ＝ P － Pa を代入して，両辺に（％ Za × Pbn）を乗じると，

　　　　 ( ) ( ) ( )× × = × × −% %a a bn b an aP Z P Z P P P

　この式から Pa を求めると，次式となる．
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　数値を代入すると，
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7 7 000
6 10 000 7 7 000

10 000 49000
109000

10 000

4 495 kV A

aP

と解答できる．


